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耳鼻咽喉科 

 
■GIO： 

耳鼻咽喉科学的観点から患者を適切に管理できるようになるために、耳鼻咽喉科学の

基本的臨床能力を修得し、医師として望ましい姿勢・態度を身につける。 
 
■SBOs： 

1. 患者・家族との適切なコミュニケーションが取れる。 
2. 医療チームの構成員としての役割を理解し、パラメディカルのメンバーと協調で

きる。 
3. 診療を通し、生涯にわたる自己学習の習慣を身につける。 
4. チーム医療と臨床能力向上に不可欠な症例提示・意見交換ができる。 
5. 医療の持つ社会的側面の重要性を理解し、社会に貢献できる。 
6. 耳鼻咽喉科領域で頻度の高い症例・病態から鑑別診断をあげ、初期治療ができる。 
7. 耳鼻咽喉科学的緊急を要する症状・病態に対して、初期治療に参加できる。 

 
■LS： 

1. 外来診療担当医の指導のもとで、外来患者の診療にあたる。 
2. 主治医の指導のもとで、副主治医として入院患者の診察にあたる。 
3. 各種カンファレンスに参加する。 

 
 【週間予定表】 

月 曜 目 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日

午前 外 来 外 来 手 術 外 来 外 来 外 来

午後 外来 手 術
平 衡 機 能
検 査

手 術 回 診 手 術
 

 
■Ev： 

1. 自己評価：EPOC による形成的評価 
2. 指導医による評価：EPOC による形成的評価と総括的評価 
3. 看護部、コメディカル等による 360°評価：独自形式による形成的評価 

 




